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立
藤
田
総
合
病
院

HIS更新を機に独自のIT構想を実践。
先進的なミドルウェア採用によって、
低コスト運用の地域連携ネットが完成
福島県北部にある公立藤田総合病院は、県北医療圏（伊達地方）の基幹病院である。
高齢化を含む地域の医療ニーズに応えるために、同院が期待を寄せたものが IT化だった。
同院では2007年に電子カルテ、2009年にPACSを導入したが、昨年HISを全面更新。
その際、地域全体の医療の質向上のために地域医療連携ネットワークの構築を実現。
通常、同ネットワークの運用には厖大なコストがかかり、普及の足かせとなるのであるが、
同病院は独自の工夫＝ミドルウェアの採用でそれを乗り越え、成功に導いたのであった。
同病院の上層部の方々に加え、連携に参加する施設の方々に、その有用性を聞いた。

公立藤田総合病院
公立藤田総合病院の現在の建物は 2002 ～ 03 年にかけて
竣工した地上 5階建て。免震構造を採用していたことか
ら、東日本大震災では震度 6強の揺れに耐え、棚から物
が落ちない状況であったという福島県
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―
―
病
院
の
沿
革
と
地
域
に
お
け
る
位
置
づ
け
か

ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
１
９
５
１
年
、
当
時
の
藤
田
町
ほ
か
１

町
６
村
で
構
成
す
る
病
院
組
合
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
、
伊
達
地
方
の
総
合
診
療
を
担
っ
て
い
る
自
治

体
病
院
で
す
。
２
次
医
療
圏
と
し
て
は
宮
城
県
と

の
県
境
に
あ
る
県
北
医
療

圏
に
位
置
し
て
お
り
、
基

幹
病
院
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
地
域
に
お
け

る
当
院
の
使
命
と
し
て
は
、

２
次
救
急
医
療
の
提
供
と
、

公
的
病
院
ゆ
え
の
多
診
療
科
に
よ
る
幅
広
い
疾
患

へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
３
次
救
急

な
ど
当
院
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
領
域
に
関
し
て

は
、
圏
外
の
４
病
院
と
連
携
し
、
搬
送
・
紹
介
の

形
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
当
院
は
、
01
年
か
ら
順
次
、
病
棟
お
よ
び

外
来
棟
を
免
震
構
造
と
す
る
病
院
改
築
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
東
日
本
大
震
災
で
も
被
害
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
電
力
供
給
な
ど
の
回
復
後
、
す

ぐ
に
診
療
を
再
開
で
き
ま
し
た
。

―
―
病
院
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
診
療
と
活
動

に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
住
民
の
高
齢
化
は
、
当
医
療
圏
に
お
い
て

も
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
後
さ

ら
に
需
要
が
高
ま
る
高
齢
者
医
療
へ
の
対
応
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
診
療
面
は
そ
の
提
供
体
制
の

強
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
国
保
直
診
の
病
院
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
目
標
に
即
し
た
活
動
に
尽
力
し
て
い
ま

す
。
そ
の
目
標
と
は
、保
健（
健
康
推
進
）と
介
護・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
一
体
的
に
地
域
へ
提
供
す
る

「
地
域
包
括
医
療
ケ
ア
」
の
拠
点
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
で
す
が
、
当
医
療
圏
で
も
当
院
が
そ
の
旗

頭
と
な
り
、
行
政
に
働
き
か
け
て
包
括
的
連
携
の

基
盤
作
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
臨
床
研
修
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、
研

修
医
の
教
育
活
動
に
も
以
前
か
ら
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
も
当
院
の
特
長
に
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
最
近
で
は
研
修
医
が
数
多
く
集
ま
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

―
―
医
療
の
Ｉ
Ｔ
化
を
積
極
的
に
進
め
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
で
は
07
年
に
電
子
カ
ル
テ
、
09
年
に
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｓ
を
導
入
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
化
の
目
的
は
診
療

の
効
率
化
と
医
療
安
全
の
担
保
で
す
が
、
初
期
の

目
的
は
主
に
前
者
に
あ
り
ま
し
た
。

　

当
院
の
外
来
患
者
数
は
１
日
平
均
約
７
０
０
人

に
達
し
て
い
ま
す
。
周
辺
に
一
次
医
療
を
担
う
施

設
が
少
な
い
と
い
う
地
域
事
情
も
あ
り
、
そ
の
数

は
今
後
も
大
き
く
は
減
ら
な
い
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
ゆ
え
院
内
業
務
の
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
り
診
療

効
率
を
高
め
、
医
療
の
質
を
担
保
し
つ
つ
診
察
の

流
れ
を
円
滑
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

電
子
カ
ル
テ
は
13
年
10
月
に
新
シ
ス
テ
ム
に
更

新
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
も
見
据
え
た
も
の
に
し
ま
し
た
。

ゆ
え
に
、
更
新
に
際
し
て
は
院
内
外
の
Ｉ
Ｔ
連
携

基
盤
を
新
た
に
導
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

ツ
ー
ル
に
選
択
し
た
の
が
統
合
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

「Ensem
ble

（
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
）」で
し
た
。

な
お
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
今
年
４

月
か
ら
テ
ス
ト
運
用
を
開
始
し
、
６
月
よ
り
本
格

稼
働
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
目
的

に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
最
大
の
目
的
は
、
Ｉ
Ｔ

に
よ
る
情
報
共
有
に
よ
り
後
方
施
設
に
あ
た
る
療

養
期
病
院
や
診
療
所
と
の
連
携
を
さ
ら
に
密
に
し

て
、
急
性
期
か
ら
在
宅
に
至
る
医
療
の
流
れ
を
効

率
化
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
当
院

か
ら
患
者
さ
ん
を
紹
介
す
る
３
次
医
療
機
関
へ
の

情
報
提
供
を
迅
速
に
行
い
、
治
療
の
正
確
性
を
高

め
る
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
を
表
明
し
た
施
設

公
立
藤
田
総
合
病
院

院
長堀

川 

哲
男
氏
に
聞
く
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堀川哲男（ほりかわ・てつお）氏
1974年福島県立医科大学医学部卒。1987年
より公立藤田総合病院整形外科勤務。2008年
院長就任、現在に至る

地域医療連携ネットワーク全体概念
図（1st STEP）。1：ｎの片方向方
式で、同意を得た患者の放射線画像、
処方／注射データ、検体検査結果、
禁忌・アレルギー情報を参照できる。
将来的には、病院から夜間救急時に
自宅にいる専門医のアドバイスを依
頼することも可能となる
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数
は
現
在
、
病
院
が
６
施
設
、
診
療
所
が
10
施
設

で
す
。
施
設
間
の
シ
ス
テ
ム
構
築
は
順
次
、
診
療

所
か
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
あ
た
り
、
ど
の
よ

う
な
点
に
留
意
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

前
提
要
件
と
し
て
、
ま
ず
連
携
施
設
が
参
加
し

や
す
い
仕
組
み
が
不
可
欠
と
考
え
ま
し
た
。結
果
、

当
院
が
独
自
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
連
携
施
設

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
す
る
だ
け
で
連

携
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
。

　

一
方
で
、
初
期
の
連
携
先
を
当
院
と
密
接
な
関

係
の
あ
る
施
設
と
す
る
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
に
も

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
医
療
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
知
識
や

理
解
度
は
当
然
、
各
施
設
で
異
な
り
ま
す
か
ら
、

互
い
に
施
設
固
有
の
医
療
事
情
を
把
握
し
て
い
る

施
設
同
士
か
ら
連
携
し
た
方
が
、
相
互
に
情
報
共

有
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
と
判
断
し

た
か
ら
で
す
。

―
―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
将
来
的
な
計
画
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

当
然
、
連
携
先
の
拡
大
は
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
が
、
先
般
述
べ
た
よ
う
に
、
当
院
と
関
係
の
深

い
施
設
か
ら
と
い
う
方
針
も
あ
り
、
後
方
施
設
に

つ
い
て
は
当
面
、
15
施
設
前
後
へ
の
拡
大
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
運
用
が
軌
道
に
乗
っ
た
暁
に
は
、

順
次
、
患
者
さ
ん
が
当
院
に
通
院
可
能
な
エ
リ
ア

に
あ
る
後
方
施
設
へ
の
連
携
を
呼
び
か
け
て
い
く

予
定
で
す
。

　

ま
た
当
院
は
福
島
県
に
お
け
る
国
保
直
診
全
16

施
設
の
中
核
と
な
る
存
在
で
あ
り
、
将
来
的
に
は

こ
の
基
盤
を
国
保
直
診
施
設
間
に
お
け
る
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

HISや部門システムからデータを集約してDWHとな
るCDRを構築。分離・独立したDBのデータを元に
周辺施設へデータを公開する。将来的には、IHEのア
ダプタを追加し、HealthShareに拡張して、より多機
能／広範な連携に対応できる

Ｈ
Ｉ
Ｓ
更
新
を
機
に
、地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
と
Ｄ
Ｗ
Ｈ
を
構
築
し
て
、

地
域
に
お
け
る
医
療
の
質
の
大
幅
な
向
上
を
実
現
す
る

公
立
藤
田
総
合
病
院
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
に
際
し
て
、
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「Ensem
ble

」
を
導
入
し
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
の
構
築
と
と
も
に
、

ベ
ン
ダ
に
依
存
し
な
い
上
に
低
コ
ス
ト
の
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
２
０
１
４
年
４
月
よ
り
稼
働
を
開
始
し
た
。

「Ensem
ble

」
導
入
の
経
緯
と
、「Ensem

ble

」
を
活
用
し
た
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
有
用
性
に
つ
い
て
そ
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
方
々
に
話
を
聞
い
た
。

公
立
藤
田
総
合
病
院

副
院
長

佐
藤 

昌
宏
氏
に
聞
く

I
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e

r
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w

「病院が独自に診療データを保存・活用するシ
ステムを構築すると同時に、医療連携も可能
な優れたシステムです」と話す副院長の佐藤
昌宏氏

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
は
、
２
０
０
７
年
に
導
入

し
た
電
子
カ
ル
テ
が
更
新
時
期
を
迎
え
た
た
め
、

新
し
い
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
を
決
定
。
そ
れ

を
機
に
、
シ
ス
テ
ム
全
般
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

た
結
果
、
単
に
電
子
カ
ル
テ
を
新
し
く
す
る
だ
け

で
な
く
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
と
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
可
能
な
病
院
情
報
シ
ス
テ

ム
に
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。
新
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
構
築
に
つ
い
て
、
副
院
長
で
医
療
Ｉ
Ｔ
を
統

括
す
る
佐
藤
昌
宏
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
は
莫
大
な
費
用
が

か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
費
用
の
一
部
は
デ
ー
タ
の

移
行
費
が
占
め
ま
す
。シ
ス
テ
ム
更
新
の
度
に
デ
ー

タ
移
行
費
が
必
要
と
な
る
の
は
病
院
に
と
っ
て
大

Ensembleのテクノロジー活用イメージ図
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ネットワークに参加している中野
病院でのシステム使用の様子。電
子カルテを導入せずとも、インター
ネット環境さえあれば、容易にシ
ステムに接続できる

き
な
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
て
、

当
院
で
は
診
療
デ
ー
タ
を
Ｄ
Ｗ
Ｈ
内
の
Ｄ
Ｂ
に
保

存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
病
院
が
独
自
に
診
療
デ
ー

タ
を
保
管
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
の
で
す
。

同
時
に
今
後
必
須
と
な
る
、
か
か
り
つ
け
医
と
の

連
携
を
Ｉ
Ｔ
で
行
う
こ
と
も
目
指
し
た
の
で
す
」

　

新
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
、
実
務

面
を
担
当
し
た
同
院
事
務
次
長
兼
医
療
情
報
管
理

課
長
の
宍
戸
喜
幸
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
シ
ス
テ
ム
構
築
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
ダ
イ
ナ

シ
ス
テ
ム
社
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
ま
し
た
。
社
長
が
医
師
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
同
社
は
患
者
の
病
歴
等
を
一
括
管
理
し
、

病
歴
情
報
を
患
者
と
デ
ー
タ
項
目
、
時
間
軸
と
い

う
自
然
な
構
造
で
よ
り
長
期
的
に
デ
ー
タ
を
蓄
積

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い

て
、
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

エ
ン
ジ
ン
「Caché

（
キ
ャ
シ
エ
）」
に
よ
る
Ｄ
Ｗ

Ｈ
構
築
を
提
案
し
て
き
た
の
で
す
。こ
の
提
案
は
、

当
院
が
考
え
た
陳
腐
化
し
な
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
と
合
致
し
た
、
大
変
意
義
の
あ
る
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
や
部
門
シ
ス
テ
ム
か
ら
診

療
デ
ー
タ
を
集
約
し
て
Ｄ
Ｗ
Ｈ
構
築
の
た
め
の
ミ

ド
ル
ウ
ェ
ア
と
し
て
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の

統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「Ensem

ble

（
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
）」
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

Ensem
ble

を
活
用
し
て
、
ベ
ン
ダ
に
依
存
し
な

い
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
進
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。

「Ensem
ble

の
導
入
は
、
短
期
的
に
は
イ
ニ
シ
ャ

ル
費
用
が
か
さ
み
、
単
な
る
Ｈ
Ｉ
Ｓ
導
入
と
比
べ

て
コ
ス
ト
高
と
な
り
ま
す
が
、
中
長
期
的
に
は
部

門
シ
ス
テ
ム
と
の
接
続
費
用
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
置
き
換
え

時
の
デ
ー
タ
移
行
費
用
の
低
減
化
が
期
待
さ
れ
、

シ
ス
テ
ム
化
戦
略
上
は
コ
ス
ト
面
、
生
産
性
面
、

運
用
面
な
ど
で
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に

将
来
、
よ
り
広
範
な
連
携
を
行
う
際
、
高
度
な
連

携
基
盤
が
必
要
と
な
る
の
で
、
世
界
的
に
実
績
の

あ
る
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
のH

ealthShare

へ

の
拡
張
が
可
能
な
点
も
考
慮
し
ま
し
た
。

　

県
北
地
域
で
は
、
２
次
医
療
圏
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
を
検
討
す
る
動
き
も
始
ま
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
具
体
化
す
れ
ば
、Ensem

ble

を
採

用
し
た
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｗ
Ｈ
は
、
も
ち
ろ
ん
短
期
的
に
も
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
が
、
む
し
ろ
、
中
長
期
的
に
デ
ー
タ

が
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
自
院
の
診
療
成
績
、
診
療

の
効
率
性
分
析
、
Ｑ
Ｉ
（Quality Indicator

）
の

分
析
に
最
適
で
す
。

　

た
だ
し
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
は
診
療
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
必

須
で
あ
り
、
そ
こ
で
ま
ず
は
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム

を
中
心
に
構
築
を
進
め
ま
し
た
」（
宍
戸
氏
）

「参加する医療機関に対するハードルを
下げつつ、当院の経営に負担をできるだ
けかけないシステム構築を心掛けた」と
話す宍戸喜幸氏

【基本画面】地域医療連携シ
ステムのビューワには、PSP
社の「PSA+（Portal Space 
Ace Plus）」を使用。処方／
注射データ、検体検査結果、
放射線画像等、項目別に表
示される

【放射線画像の詳細表示画面】基本画面に表示された画像のボタンをク
リックすることで、画像とレポートが表示され、PACSを操作するような
イメージで参照が可能

【処方／注射データの表示画面】基本画面に表示されたボタンをクリック
することで、詳細画面がポップアップされ、詳しいデータが表示される

地域医療連携ネットワークシステム画面

デ
ー
タ
を
集
約
・
分
析
す
る
Ｄ
Ｗ
Ｈ
と

地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う

異
質
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
両
立

●
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ムEnsem

ble
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医療法人敬仁会中野病院
外科
中野 恵一氏に聞く

医療法人桑名医院
理事長
桑名 俊光氏に聞く

公立藤田総合病院の後方病院として、
以前より密接な医療連携を行っている中野病院。
同院外科の中野恵一氏に、
地域医療連携ネットワークシステムの
有用性について聞いた。

約半世紀、2代にわたって伊達市の
1次医療を担っている桑名医院。
地域包括ケアへの進展を期待する
同医院理事長の桑名俊光氏に、
地域医療連携ネットワークシステムの
有用性について聞いた。

I n t e r v i e w

I n t e r v i e w

――地域の IT連携に参加された理由
について、伺います。
　まずインターネット環境を整備す
るだけで連携に参加できる手軽さに
魅力を感じましたね。実は、ITによ
る地域連携について、以前に他施設か
らも勧誘がありました。しかし、その
システムでは電子カルテ導入が前提
の上に、連携後の運用コストも不明
だったため、まだ電子カルテを導入し
ていない当院としては躊躇せざるを
得ませんでした。
　それに対し、現行システムは、画像
だけではなく処方や注射の診療情報

――地域の IT連携に参加された理由
について、お聞かせください。
　当医院は1次医療だけでなく、在
宅医療にも力を入れています。在宅医
療は今後さらに介護との連携の重要
性が増すと予想されます。この IT連
携が地域包括ケアの拡充に進展する
ことを期待して、連携に加わることに
したのです。連携システムは、当医院
では主に在宅医療の参照ツールとし
て活用しています。
――実際に連携システムを運用され
ての所感について伺います。
　紹介した患者さんの診療データを

も公開するシステムであったこと、さ
らにシステムの拡張を目指すという
ことも聞き、今後の進展に期待を込め
て連携に至りました。
――実際にシステムを運用されて、ど
のような感想をお持ちですか。
　処方や注射に関する情報が得られる
ことで急性期で行われた治療内容があ
る程度把握できるため、当院で行う治
療の精度が確実に高まります。その観
点から、当院での医療の質向上に貢献
するツールとして期待しています。
　システムの操作性に関しては、基本
的な使い方は大学病院勤務時に使っ

医院に居ながらにして閲覧できるの
で、利便性の高い連携ツールと実感し
ています。検査データを退院前に把握
できるだけでも、退院後の治療に役立
つのは自明です。さらに入院中の治療
内容や経過などを詳細に把握できる
と、在宅医療への移行がよりスムーズ
になるのではないでしょうか。
――将来的な医療と介護の連携には、
何が必要とお考えでしょうか。
　医療と介護では必要とする情報の
内容が異なります。ゆえに、情報共有
のネットワークを２つに分けるか、限
定された小規模の連携から着手する

ていた ITシステムとほとんど変わら
ず、直感的に扱えます。特にスピーディ
な画像表示は診療上、非常に有用であ
ると感じています。
――システムに今後期待する要件に
ついて、お聞かせください。
　現実には後方施設である当院の IT
環境を整備しない限り成立しないの
ですが、情報公開の機能が双方向にな
るといいですね。例えば後方施設がテ
キストデータ等で診療情報を基幹病
院に送信できるようにするだけでも、
共有する患者情報全体の精度がより
増すのではないでしょうか。

のが得策です。そうした観点から、密
接な関係にある施設との連携から始
めるというネットワークの運営方針
には大いに賛同できます。
――医療介護連携の際に必要な情報
内容とはどのようなものですか。
　医療側から提供する情報としては、
患者さんのADLやリハビリスタッフ
の観察記録などが喜ばれるでしょう。
逆に介護側からは、在宅時の患者さん
の顔や全身の画像を定期的に配信し
てもらえると、経時的な経過を把握で
き、医療側は便利です。今回の連携シ
ステムが将来、医療介護連携基盤へ進
展することを切に望みます。

医療法人敬仁会中野病院は許可病床数58床
の小規模病院。主に急性期から回復して自宅
療養が困難な患者の一時療養を行うなど、高
齢者を中心とした医療を展開している

内科、小児科、消化器科の一次医療を担いつつ、
在宅医療にも積極的に取り組んでいる桑名医
院。同医院からの公立藤田総合病院への紹介
件数は、年間平均約80名におよぶという
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同
院
が
１
ｓ
ｔ 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
と
し
て
構
築
し
た

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
１
対
ｎ
の
片
方
向

対
応
で
、
患
者
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
紹
介
側

は
、
同
院
内
の
放
射
線
画
像
、
処
方
／
注
射
と
検

体
検
査
に
関
す
る
デ
ー
タ
お
よ
び
禁
忌
・
ア
レ
ル

ギ
ー
情
報
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
医

療
連
携
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
佐
藤
氏
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
構
築
に
際
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
医
療
情
報
を
公
開
す
る
の
か
は
極
め

て
重
要
で
す
。
当
初
は
、
す
べ
て
の
医
療
情
報
を

公
開
す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
予
算
的
な

制
約
と
情
報
公
開
の
運
用
面
を
考
慮
し
、
紹
介
元

の
開
業
医
が
ど
の
よ
う
な
診
療
情
報
を
欲
し
て
い

る
か
を
検
討
し
て
、
現
段
階
で
の
公
開
情
報
の
種

別
を
決
定
し
ま
し
た
」

　

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
ビ
ュ
ー
ワ
に
は
、

Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
「
Ｐ
Ｓ
Ａ+

（Portal Space A
ce 

Plus

）」
を
採
用
。
Ｈ
Ｉ
Ｓ
か
らEnsem

ble

を
介

し
て
画
像
情
報
や
検
査
デ
ー
タ
、
処
方
・
注
射
に

関
す
る
情
報
を
参
照
で
き
る
。

「
当
院
に
は
、
元
々
Ｐ
Ｓ
Ｐ
社
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
と
Ｒ

Ｉ
Ｓ
が
稼
働
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
実
績
が
豊
富
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
ビ
ュ
ー
ワ
と

し
て
採
用
し
ま
し
た
。
非
常
に
操
作
性
が
高
く
、

画
像
の
展
開
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
あ
り
、
ま
た
拡
張

性
に
も
優
れ
、
将
来
性
が
高
い
点
を
評
価
し
ま
し

た
」（
佐
藤
氏
）

　

稼
働
中
の
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
は
Ｖ
Ｐ
Ｎ
も
含
め
、
ほ
ぼ
同
院
の
み
の
予
算

で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
参
加
す
る
医
療
機
関
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
費
用
の
み
の
負
担
で
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
参
加
費
の
無
料
化
に

つ
い
て
、
宍
戸
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
導
入

に
際
し
て
は
、
運
営
費
用
を
考
慮
し
て
参
加
す
る

医
療
機
関
か
ら
参
加
料
や
利
用
料
を
出
し
て
も

ら
っ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
参
加
費
を
無

料
と
す
る
こ
と
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
参
加
し
や
す

く
な
り
、
当
院
と
地
域
の
医
療
機
関
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　

同
院
で
は
、
シ
ス
テ
ム
稼
働
に
先
立
ち
、
14
年

２
月
に
院
長
の
堀
川
氏
を
発
起
人
と
す
る
伊
達
地

方
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を
立
ち
上
げ

た
。
地
域
医
療
連
携
課
長
の
林
部
裕
樹
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
設
立
に
先
立
ち
、
院

内
外
で
説
明
会
や
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

た
、
私
た
ち
地
域
医
療
連
携
課
の
ス
タ
ッ
フ
も
、

病
院
周
辺
に
あ
る
40
〜
50
の
医
療
機
関
に
直
接
出

向
い
て
説
明
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。
ま
だ
紙
カ
ル

テ
を
使
用
し
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
、
Ｉ
Ｔ
に
明

る
く
な
い
高
齢
の
開
業
医
の
先
生
た
ち
へ
の
説
明

に
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

の
参
加
を
要
請
す
る
際
、
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
加
費

は
不
要
と
い
う
点
は
大
き
く
、
ど
の
医
療
施
設
で

も
積
極
的
に
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
」

　

現
在
、
同
院
の
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
は
６
病
院
10
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
参
加
し
て
い
る
。

参
加
施
設
か
ら
は
紹
介
し
た
患
者
の
診
療
デ
ー
タ

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
得
ら
れ
る
こ
と
、
画
像
等
の

情
報
が
見
や
す
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
高
い
評

価
を
得
て
い
る
と
い
う
。今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

佐
藤
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
参
加
医
療
機
関
に
は
、
ぜ
ひ
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
て
多
く
の
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。開
業
医
に
と
っ
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

知
り
た
い
診
療
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
取
得
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
と
の
兼
ね
合
い
に
な
る
も
の
の
、

公
開
情
報
を
拡
充
し
た
り
、
シ
ス
テ
ム
に
双
方
向

性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
病
院
と
地
域
と
の
連
携

を
深
め
て
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
た
い
で
す
」

　

宍
戸
氏
は
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運

用
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
月
に
紹
介
患
者
数
が
１
〜

２
件
増
え
れ
ば
、
５
年
で
あ
る
程
度
償
却
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。
月
に
１
〜
２
件
で

す
か
ら
、
当
院
の
よ
う
に
決
し
て
大
規
模
と
は
言

え
な
い
病
院
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
高
い
ハ
ー
ド
ル
と

は
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
医
療
機
関
の
皆
さ
ん
に

は
、
紹
介
先
を
悩
ん
だ
と
き
、
こ
の
地
域
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
こ
と
で
当
院
を
選
ん
で
も
ら

え
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

公立藤田総合病院

地域を支える基幹病院として
患者中心の医療を推進
公立藤田総合病院は、１市２町（伊達市・
国見町・桑折町）から構成される一部事務
組合の公立病院。福島県と宮城県の県境に
位置する県北医療圏の基幹病院として、伊
達市を中心に人口 8万 4000 人の地域医療
を担っている。同院は自治体病院でありな
がら、同時に国保診療施設でもあることか
ら、長きにわたって地域包括ケアに取り組
んできており、2010（平成 22）年 12 月
には国診協による地域包括ケア施設の認定
受けている。外来患者数は平成 25 年度 1
日平均 686 人、入院患者数は 1 日平均
238 人で、職員の総数は405人を数える。
（2014年 1月 1日現在）また、救急医療に
も積極的で、年平均 1500 台の救急車搬送
を受け入れている。

院　長：堀川哲男
所在地：福島県伊達郡国見町
　　　　塚野目字三本木 14
病床数：311床（一般 299床、結核 12床）

佐藤副院長と地域医療連携課のスタッフ。ソーシャルワーカー3名、
看護師1名を含む7名のスタッフが勤務しており、1日平均15名の
患者の紹介・逆紹介を行っている

低
コ
ス
ト
に
よ
る
運
営
で

開
業
医
の
参
加
費
無
料
を
実
現

●
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

「参加費無料ということから、地域医療
連携ネットワークに対する医療施設の関
心は高かった」と話す林部裕樹氏
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